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凡　　例

1本文中の面積は、開発対象面積と調査面積を記載し、 ( )内に調査面積を記載した。

2　挿図の縮尺は、各図に縮尺を示した。

3　報告書抄録に記載された北緯・東経の座標値については、平成14年4月1日から施行された測量法改正

に伴う、世界測地系に基づいた数値を記載した。
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第I章　坂城町の遺跡の立地と環境

第1節　地理的環境

坂城町は北信地方と束信地方の接触点にあたり、善光寺平を構成する更埴地方の最南端に位置する。町の

地形は、中央部を貫流する千曲川の氾濫によって形成された氾濫原と、千曲川に流れ込む小河川がつくりだ

した扇状地によって形づくられた小盆地(坂城盆地)に特徴がある。町の北から束にかけては五里ケ峰・大

峰山・虚空蔵山をはじめとする標高1100へ1300m前後の山々が連続し、千田市・上田市との市町村界を形成

し、西は大林山、三ツ頭山などの標高1000m前後の山々が連続し、千田市・上田市との市町村界となってい

る。南は千曲川右岸の岩鼻と左岸の半過の岩鼻が狭隆な地形を形成し、上田盆地と隔てられている。このよ

うな地形から、古来よりこの地域は千曲川流域の要衝の地として注目されてきた。

この地域の気候は、南北に開けた小盆地状をなしていることから、季節風の影響を受けやすいため、夏季

は南風、冬季は北風が強い。また、盆地状になっていることから寒暖の差が大きい。降水量は少なく、日本

で最も雨量の少ない地域の一つとされている。現在では、この気候も関連し、工業が主要な産業となってお

り、農業では、りんご・バラ・ぶどうの栽培が盛んである。

第2節　歴史的環境

ここで、坂城町の各時期について代表的な遺跡を挙げながら、町の歴史的環境について概略的にふれてお

きたい。 (括弧内の数字は3、 4ぺ」ジの坂城町遺跡分布図における遺跡番号を示す)

坂城町で最古の遺物は、約14,000-15,000年前の後期旧石器時代の上ケ屋型彫刻器とされる石器である。

この石器は南条地区の保地遺跡(3-1)より採集されたものであるが、本出土品以外には込山D遺跡に槍

先型尖頭器の出土があるが、詳細は不明である。

縄文時代の遺構・遺物では早期押型文系の土器が坂城地区の和平A遺跡や平沢遺跡で採集されている。ま

た、平成12年度に発掘調査が実施された坂城地区の込山C遺跡(30-3)からも押型文系の土器片が少量出

土しているが、これらは現在整理中である。この他に縄文時代前期・中期の土器も出土している。後期・晩

期では、学史的にも有名な保地遺跡が挙げられる。保地遺跡は昭和40年度と平成11年度に発掘調査が実施さ

れている。前者は縄文時代後期後半から晩期後半までの土器・石器群と、後期後半に属するとされる特殊儀

礼的遺構の検出が『考古学雑誌』に報告されている(関1966)。後者については、縄文時代晩期に位置づ

けられる再葬墓が検出されており、中でも約19個体分の人骨が埋葬された2号墓址が注目される。その他、

坂城地区の込山D遺跡(30-4)から昭和初期に採集された遮光器土偶の頭部がある。

弥生時代では、中期以前の調査例がないため状況は不明である。後期後半では、平成5年度に南条地区の

塚田遺跡(1-7)で発掘調査が実施され、この時期に属する竪穴住居址36棟をはじめとする遺構が検出さ

れ、土器、石器、土製品、及び鉄製品が出土している。

古墳時代では、前期古墳は確認されていないが、中期古墳には中之条地区の仮称東平1号墳・ 2号境が挙

げられる(註1)。これらは、平成5年度に実施された上信越自動車道建設に伴う発掘調査で、埴輪や土器

などの出土品から、 1号境は5世紀第2四半期後半、 2号境は5世紀第2四半期前半に位置づけられた(若

林1999)。後期古墳では、町内でいくつかの古墳群の存在が知られているが、中でも代表的なものは村上地

区の福沢古墳群小野沢支群に属する御厨社古墳である。埋葬施設に千曲川水系最大級の横穴式石室を持ち、

雪害間国王



全長11.2mを測り、勾玉や切子玉、耳環などが出土している。古墳時代後期の集落址は町内においても多く

検出され、特に環状に土器が配列された集配遺構が検出された南条地区の青木下遺跡(1-8)が注目され

る。

奈良時代・平安時代の遺跡では、中之条地区の中之条遺跡群(8)とその周辺遺跡に多くの調査例があり、

この地域における奈良・平安時代の状況が徐々に解明されつつある。具体的には、寺浦遺跡(8-1)、上町

遺跡(8-2)、東町遺跡(8-3)、宮上遺跡(8-5)、北川原遺跡(8-6)、豊饉堂遺跡(20)、開畝遺跡

(21)で調査が実施され、古墳時代後期後半一平安時代までの集落址が判明している。また、平安時代の生

産遺跡として坂城地区の土井ノ入窯跡(32)があり、瓦の生産が行われていたことが判明し、本遺跡で生産

された瓦は、現在の坂城小学校がある場所に8世紀末-9世紀頃に存在していたとされる込山廃寺(54)に

用いられたほか、上田市信濃国分寺・国分尼寺、千田市正法廃寺の補修用の差し瓦として使用されていたこ

とが判明している。

平安時代後期、寛治8年(嘉保元) (1094)に村上地区に配流されてきた源盛清が後に村上氏として勢力

を持つようになり、戦国時代には村上義清が活躍するようになった。義清の頃、村上氏の居館は現在の坂

城地区の清泉寺一帯に所在したとされ、その背後にそびえる葛尾山の山頂には、義清が使用した葛尾城跡

(44)がある。このほか、中世の遺跡では坂城地区の観音平経塚(55)をはじめとする経塚と中之条地区の

開畝製鉄遺跡(53)がある。観音平経塚は昭和54年と平成4年に調査が行われたが、平成4年の調査では、

経塚の年代は14世紀第2四半期とされ、その周辺の五輪塔群の造営時期は14世紀第2四半期から16世紀前半

頃に位置づけられている(若林1999)。開畝製鉄遺跡は、昭和52 ・ 53年に坂城町教育委員会によって学術調

査が実施され、 16世紀頃の製鉄炉址2基が確認されている。この調査は県内初の製鉄遺跡の学術調査として

学史に位置づけられるものであった。

江戸時代に入ると、現在の坂城地区を主体とする坂木村、中之条地区を主体とする中之条村には幕府の代

官所が置かれ、以後明治維新まで天領として支配された。このことから、この地域を重要視していたこと

が看取される。代官所は最初、坂木(61)に置かれたが、明和4年(1767)に焼失し、その後、安永8年

(1779)には中之条に代官所が置かれるようになった。

以上、近世までの坂城町の歴史を概略した。

註1周知の御堂川古墳群東平支群1号墳・ 2号境とは異なる可能性があるため、仮称とされている。今後、正式な古墳名称

の確定が必要である。
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試掘調査位置図 (1 : 25.000) 
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図面番号 �(�������X������kﾂ�種　　別 倬������2�

1 �>ﾈ���)�Xﾅ��集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-1 �>ﾈ���)�Yz8��ｹ騷��)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-2 �>ﾈ���)�Xﾅ���ﾎI6�z��)�R��ﾈ���集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-3 �>ﾈ���)�Xﾅ���U8�盈ｨ謌�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-4 �>ﾈ���)�Xﾅ����ﾉ*ﾈ�)�R��i&竰�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-5 �>ﾈ���)�Xﾅ���69*ﾈ�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-6 �>ﾈ���)�Xﾅ���櫞.盈ｨ�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-7 �>ﾈ���)�Xﾅ���,ｹ68�)�R�69%ｲ��集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-8 �>ﾈ���)�X�����m�ｨ�)�R�水田址、案租跡 冢ﾙ�h自[ﾘ���

2 仞�鯖�ﾈ�)�Xﾅ��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-1 仞�鯖�ﾈ�)�Xﾅ���ｾ�皐�)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-2 仞�鯖�ﾈ�)�Xﾅ�����ｷｹ���)�R粟�鯖�ﾂ��集落址 �/y[h自[ﾘ���

-3 仞�鯖�ﾈ�)�Xﾅ���¥�m�ｨ�)�R�集落:址 �>ｩ[h自[ﾘ���

3 仞�鯖8ﾈ�)�Xﾅ��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-1 仞�鯖��)�X�ｨ��]ｹ&�,y�R�集落址 �/y[h自[ﾘ���

-2 仞�鯖��)�X�ｨ���(ｾ�皐�)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-3 仞�鯖��)�X�ｨ���Ym姐i]ｸ�)�R�>ﾈ��抦ｧxﾕｩW�&竰�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-4 仞�鯖8ﾈ�)�Xﾅ����hｼｨ�)�R�集落址 �/y[h自[ﾘ���

4 ��5�$ｨﾌ9Kr�古　塙 侘9Zﾒ�

5 倆�ｷｹ���,ｲ�経　塚 �(i�"�

6 �*ﾉ�ｩOh�)�R�散布地 �>ｩ[h自[ﾘ���

7 冉ｹJ偉9Zﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

8 �(iEh���)�Xﾅ��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-1 �(iEh���)�Xﾅ���鮖��)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-2 �(iEh���)�Xﾅ����9*ﾈ�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-3 �(iEh���)�Xﾅ���8ﾉ*ﾈ�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-4 �(iEh���)�Xﾅ���fｸ蕗,y�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-5 �(iEh���)�Xｮﾘ��ｪ��8�)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-6 �(iEh���)�Xﾅ���fｹ�ﾈﾋH�)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

9 �>ﾈ��,ｸﾈｨﾌ9Zﾒ�,ｸﾈｨﾌ9Kr��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

10 �$ｩ�ﾈﾌ9Zﾘ�｢�古　墳 侘9tｲ夷8ｯ｢��

-「 �$ｩ�ﾈﾌ9Zﾘﾅ����ﾉvﾉOh辷ﾅ���ﾏﾉ68ﾌ9Zﾒ�古　墳 侘94R夷8ｯ｢��

-2 �$ｩ�ﾈﾌ9Ky�����ﾉ�ｩOh辷ﾅ���ｪ�,ｸﾌ9Zﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

11 ��ﾉvﾉOh�)�R�散布地 兌ﾘ���

12 �$ｩ�ﾈﾌ9Zﾘﾅ����8ﾋH辷ﾅ��古　預 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

13 ���IZﾙ^hﾅ��墳　墓 �(i�(耳ｽ��"�

14 佩I;��ﾈﾌ98H�ｨ���(ﾏｸ辷ﾅ��古　墳 侘8�夷8ｯ｢��

15 伜(ﾞ�)�R�赦布地 �>ｩ[b�

16 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ����(ﾞ育闇��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

17 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����(辷ﾅ��古　横 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-1 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#�ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-2 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#(ﾘiKr�古　墳 侘9oR夷8ｯ｢��

-3 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#8ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-4 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#HﾘiZﾒ�古　墳 侘9-�夷8ｯ｢��

-5 佩I;��ﾈﾌ9Kxﾅ�����#XﾘiKr�古　墳 侘8��夷8ｯ｢��

-6 佩I;��ﾈﾌ9Kxﾅ�����#hﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-7 佩I;��ﾈﾌ8�8ﾎｨ����#xﾘih｢�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-8 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#畏iZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-9 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘ�ｨ����#俘iZﾒ�古　墳 侘9Vｲ夷8ｯ｢��

-10 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#��ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-11 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#��ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-12 佩I;��ﾈﾌ8��ﾅ�����#�(ﾘiKr�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-13 佩I;��ﾈﾌ9Zﾙwx����#�8ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-14 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ�����#�HﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

18 佩I;��ﾈﾌ94Xﾅ���8ﾉ[ﾘ迚z8��?�,ｸﾌ9h｢�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

19 佩I;��ﾈﾌ9Zﾘﾅ����)69l�｢�古　墳 侘9tｲ夷8ｯ｢��

20 囘ﾉEﾉ;��)�R亥(ﾞ映ｸ�)�R��集落址 �>ｩ[h自nﾙ�b�

2「 丶ｩ�H�)�R�集　落 冢ﾙ�h自[ﾘ���

22 ��ﾉ,ｸﾌ9Zﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

23 俶ﾈ68･);傚X��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

24 厮ｨｷi]ｸ�)�R�集落址 侘9Zﾘ自[ﾘ���

25 �?ﾉ&8�)�R�散布地 �=驂x自[ﾘ���

26 ��ｩ>�ﾌ9Zﾒ夷H��(ﾌ9Zﾒ��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

27 仞�NIxX�(�)�R�散布地 �>ｩ[h自[ﾘ���

28 囘閏ﾘﾆ�,ｲ�経　塚 �(i�"�

29 �ｨ,ﾈﾋIw��R�窯　跡 兌ﾘ���

30 俛韃(�)�Xﾅ��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-1 俛韃(�)�Xｶﾈ��ﾙ韃$��)�R��X�2��集落址 乖�[h自[ﾘ���

-2 俛韃(�)�Xｶﾈ��ﾙ韃$(�)�R���ｪ����集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-3 俛韃(�)�Xﾅ���ﾙ韃$8�)�R異韃"��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-4 俛韃(�)�Xﾅ���ﾙ韃$I,y�R衣y*ﾂ��集落址 �/y[h自[ﾘ���

-5 俛韃(�)�Xﾅ���ﾙ韃(唏�)�R越y*ﾂ��集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

31 冦ｩkﾉ�(�)�Xﾅ��集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-1 冦ｩkﾉ�(�)�Xﾅ���mｩkﾉ�(�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

-2 冦ｩkﾉ�(�)�Xﾅ���ｭｸ�(�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

32 �7�H6ﾙ?ﾉw��R�窯　跡 �=驂x自[ﾘ���

33 兌ﾙ}��)�R�赦布地 �>ｩ[b�

図面番号 �(�����X����kﾂ�種　　別 倬������2�

34 丼����R�窯　跡 兌ﾘ���

35 兌ﾙ�(�)�R�赦布地 �>ｩ[b�

36 刎�[ﾘ�)�Xﾅ��集落址、散布地 傀�h自[ﾘ���

-1 刎�[ﾘ�)�Xﾅ�����[ﾔ��)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

-2 刎�[ﾘ�)�Xﾅ�����[ﾔ(�)�R�敢布地 冢ﾙ�b�

-3 刎�[ﾘ�)�Xﾅ�����[ﾔ8�)�R�散布地 兌ﾘ���

37 仞�NIxX�(ﾌ9Zﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

38 ��ｨ�8��ｭ��R�域館跡 �(i�"�

39 僥�,ﾉGx�)�R�散布地 �>ｩ[b�

40 冉ｹmｩkﾈﾆ�,ｲ�経　塚 �(i�"�

41 冉ｹmｩkﾉ,ｸﾈｨﾌ9Kx�｢�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-1 冉ｹmｩkﾉ,ｸﾈ｣�ﾘiKr�古　墳 侘9Kr夷8ｯ｢��

-2 冉ｹmｩkﾉ,ｸﾈ｣(ﾘiZﾒ�古　塙 侘9Vｲ夷8ｯ｢��

42 �8�6ﾙm�)�R�赦布地 �>ｩ[b�

43 估�69w��R�窯　跡 �=驂r�

44 乖ｹOh���R�域館跡 �(i�"�

45 偬���(ﾌ9Kx�｢�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-「 偬���(ﾌ8�������i靱�C�ﾘiZﾒ�古　栢 侘9Zﾒ夷8ｯｨ�"�

-2 偬���(ﾌ9Zﾙ�����葺���｣(ﾘiZﾒ�古　塙 侘9KR夷8ｯ｢��

-3 偬���(ﾌ9Zﾙ�����葺辷ﾅ�8ﾘiVｲ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-4 偬���(ﾌ9Zﾙ�����i靱闇�HﾘiZﾒ�古　摘 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-5 偬���(ﾌ9Ky�����葺辷ﾅ�XﾘiZﾒ�古　塙 侘9Kr夷8ｯ｢��

-6 偬���(ﾌ8ｯ��ｨ��8x迚z3�ﾘiZﾒ�古　摘 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-7 偬���(ﾌ9Zﾘﾅ���8yl�｣(ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

46 �8x�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

47 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-1 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���揵nﾉ�(辷ﾅ��ﾘiZﾒ夷I�竟�ﾌ9Zﾒ��古　墳 侘9Kr夷8ｯ｢��

-2 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���揵nﾉ�(辷�｣(ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Kr夷8ｯ｢��

-3 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���揵nﾉ�(辷�｣8ﾘiZﾒ�8H6(4�8侘9Zﾒ��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-4 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���揵nﾉ�(辷ﾅ�Hﾘitｲ�古　塙 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

48 傅ﾉnﾉ�(�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

49 兀��(ﾌ9Zﾘｶ8����;�迚z2�古　墳 侘8ﾔ2夷8ｯ｢��

50 兀��(馼粂ﾌ9Zﾒ�古　塙 侘9Kr夷8ｯ｢��

51 �<i�(���R�械館跡 �(i�"�

52 倅��X���R�城館跡 �(i�"�

53 丶ｩ�I�ｹ58�)�R�製鉄跡 �(i�"�

54 俛韃)G�鮖�R�寺院跡 兌ﾘ���

55 豫�兌ﾘﾆ�,ｲ�経　塚 �(i�"�

56 估�68揵&)n��R�製鉄跡 �(i�"�

57 �iEhﾋH�)�R�集落址 �=驂x自[ﾘ���

58 �>ﾉmｩkﾈ�)�R�集落址 冢ﾙ�h自[ﾘ���

59 乖ｹOhﾝ儉(抦夐�R�城館跡 �(i�"�

60 儷����R�械館跡 �(i�"�

61 儉)m��8ｪ�ｩ�R�屋敷跡 仗��"�

62 �69*ﾈ�)�X�｢�散布地 侘9Zﾘ自[ﾘ���

63 佩H��)tｸｮ��｢�墳　墓 �(i�"�

64 凅ｹ[ﾙw��R�窯　跡 兌ﾘ���

65 �(iEh�������ｩ�R�採掘跡 仗��"�

66 �7Y�(ﾌ9Zﾒ�古　塙 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

67 �(iEh���8ｪ�ｩ�R�屋穀跡 仗��"�

68 緬ﾟ��ｩw��R�窯　跡 兌ﾘ���

69 豫�俥(���R�城館跡 �(i�"�

70 �>ﾈﾎ�,ﾉ�ﾈ�)�R宛x�鮖�R��散布地寺院跡 �=驂x自(i�"�

71 �8ﾙz�H��R�屋敷跡 仗��"�

72 刎�ﾘx���R�城館跡 �(i�"�

73 俘(688H���R�域館跡 �(i�"�

74 仍Xｿ9���(���R�域館跡 �(i�"�

75 �&鞁i�(囮58ﾗｨﾜﾈﾄ��R�採掘跡 仗��"�

76 �,Hｮ(�)�R�散布地 兌ﾘ���

77 偬�����R�域館跡 �(i�"�

78 ��8ｼｩk���z)�Y69ｪﾂ�水田址 兌ﾘ��耳ｽ��"�

79 偬��)�R�集落址 �>ｩ[h自[ﾘ���

80 ��ｨ�8��ｭ��R�城館跡 �(i�"�

81 兀��(��ｸ���R�域館跡 �(i�"�

82 傅ﾉnﾉ�)w��R�窯　跡 �=驂x自[ﾘ���

83 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ��古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-1 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���ﾍﾈｻx辷�｣�ﾘiZﾒ�古　墳 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-2 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���ﾍﾈｻyl�｣(ﾘiZﾒ�古　塙 侘9Zﾒ夷8ｯ｢��

-3 兀��(ﾌ9Zﾘﾅ���ﾍﾈｻyl�｣8ﾘiZﾒ�古　墳 侘9h｢夷8ｯ｢��

84 俎(��)�R�集落址 �/y[h自[ﾘ���

85 冦HｧﾈﾋH�)�R�集落址 傀�h自[ﾘ���

86 �I+(ﾋr�宗配跡 兌ﾘ���

87 �8x囮;ｨﾗｨﾜﾈﾄ��R�採掘跡 仗��2�

88 �+�7ﾘ984ｸ98ﾗｨﾜﾈﾄ��R�採掘跡 仗��2�

89 ��9[ﾘ囮;ｨﾗｨﾜﾈﾄ��R�採掘跡 仗��2�

90 ����fｸﾙ�･�;��R�街道跡 仗��"�
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第H章試掘調査の結果

たまちいせきぐん

1 田町遺跡群10

所在地坂城町大字坂城6634-2他

事業主体 (株)ひらせいホームセンター

事業名庖舗建設事業

調査期間平成26年4月7・8日

面積 5，798m(780m) 

担当者時信武史

遺跡の環境と調査にいたる経緯

田町遺跡群は、坂城町大字坂城に所在する

古墳時代から平安時代にかけての散布地であ

る。これまでも数次にわたって試掘調査が実

施されたが、遺跡の状況は判然としない。

今回、(株)ひらせいホームセンターによる

庖舗建設事業が計画され、遺跡の状況を確認

するために試掘調査を実施することとなった。

調査の成果

今回の計画地は、入国川の形成する扇状地

に位置している。居舗建設予定地を中心に、

トレンチを 6か所設定し、遺構の有無を確認

した。

l号トレンチでは形状が不明で、はあるが、

竪穴状の遺構が検出された。2号トレンチで

は土坑が数基検出された。3号トレンチでは

溝状の遺構が検出された。4号トレンチでは

形状が不明ではあるが、竪穴状の遺構が検出

された。5号トレンチでは形状が不明で、はあ

るが、竪穴状の遺構が検出された。6号トレ

ンチでは形状が不明ではあるが、竪穴状の遺

構が検出された。出土遺物が少量のため断定

することは出来ないが、平安時代から中世に

かけて営まれた集落ではなかったかと思われ

る。

遺跡は盛土保存することとした。

試掘調査位置図 (1 : 2500) 

3号トレンチ検出状況(東より)

6号卜レンチ検出状況(東より)
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試掘トレンチ設定図(1 :700)
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まわ め いせき

2 廻り目遺跡4

所在地坂城町大字南条6698-6他

事業主体株式会社塩沢産業

事業名砂利採取事業

調査期間平成26年6月2日

面 積 8，901m (340m) 

担当者時信武史

遺跡の環境と調査にいたる経緯

廻り目遺跡は、坂城町大字南条の千曲川に

よって形成された自然堤防上に立地する遺跡

である。「坂城町遺跡分布図」によると、弥

生時代から平安時代にかけての集落祉とされ

ている。同遺跡内ではこれまでのところ本発

掘調査は実施されていないが、漁労に用いら

れたとされる土錘が114点採集されているほ

か、 8世紀のものとされる須恵器の小型平瓶

が採集されている。

今回、株式会社塩沢産業による砂利採取事

業が計画され、遺跡の状況を確認するため試

掘調査を実施することとなった。

調査の成果

今回の調査地点は、千曲川によって形成さ

れた自然堤防上である。 トレンチを 4箇所設

定して遺構の有無を確認した。

試掘調査の結果、現水田に係る耕作土を

除去したところ、 地表下O.4m以下は砂質層、

シル ト層、砂磯層が堆積していた。これらの

土層を観察したが、遺構 ・遺物の発見にはい

たらなかった。

試掘調査位置図 (1 : 2500) 

1号卜レンチ検出状況(西より)

2号卜レンチ検出状況(西より)
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基本層序模式図

)-

試掘トレンチ設定図(1 :700)
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かみ ごみょうじようり すいでんし

3 上五明条里水田I止22

所在地坂城町大字上玉明64-1

事業主体ちくま農業協同組合

事業名宅地造成事業

調査期間平成26年7月25・26日

面 積 955ni(108ni) 

担当者時信武史

遺跡の環境と調査にいたる経緯

上五明条里水田祉は、坂城町の千曲川左岸

の網掛、上五明、上平に所在する千曲川沖積

地に所在する遺跡で、「坂城町遺跡分布図」

によると平安時代~中世にかけての条里水田

祉に位置付けられている。しかし、近年の試

掘調査及び発掘調査によって、上五明地区、

上平地区には古代の集落祉も検出され、生産

遺跡といった性格以外に集落祉も存在してい

ることが判明している。

今回、ちくま農業協同組合によって宅地造

成事業が計画されたため、遺跡の状況を確認

するため試掘調査を実施することとなった。

調査の成果

今回の調査地点は、出浦沢川による扇状地

に近い、比較的標高の高めの場所であった。

トレンチを l箇所設定して掘り下げを行っ

たところ、地表下約1.5mの所でにぶい黄褐

色のシルト層を検出し、この層を確認面とす

る竪穴住居祉1棟と土坑4基を検出した。

遺跡は盛土保存することとして調査を終了

した。

11 

試掘調査位置図 (1: 2500) 

卜レンチ掘削状況(北より)

トレンチ検出状況 (北より)
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工層　褐灰色土(10Yul)糖質土、水田耕作層

Ⅱ層　黒褐色土(10Y3/1)糖質土、水田床土層

Ⅲ層　褐灰色土(10Y4/1)粕質土、盛土層

Ⅳ周　明黄褐色土(10Y6/6)シルト、旧水田耕作層

Ⅴ層　黄褐色土(10Y5/6)シルト、旧水田床土層

Ⅵ層　にぷい黄褐色土(10Y〃3)シルト、旧々水田耕作層

Ⅶ層　にぷい黄褐色土(10Y5/4)シルト、旧々水田床土層

Ⅷ層　暗褐色土(10Y3/3)シルト、旧表土層

Ⅸ層　にぷい黄褐色土(10Y〃3)シルト、地山層(遇構検出面)

基本層序模式図

試掘トレンチ設定図(1二300)
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おおぎく ぼいせき

4 大木久保遺跡4

所在地坂城町大字南条2036他

事業主体坂城町

事業名小学校改築事業

調査期間平成26年9月24.25日

面 積 23，970ni(68ni) 

担当者時信武史

遺跡の環境と調査にいたる経緯

大木久保遺跡は坂城町大字南条に所在し、

西方向に流下する谷川の扇状地の扇端付近、

標高約415m付近に位置する。「坂城町遺跡分

布図」によると縄文~平安時代の集落祉とさ

れている。平成13年に宅地造成事・業に先だ、っ

て試掘調査を実施したが、遺構等は確認でき

なかった。平成25年度に坂城町による小学校

改築事業が計画され、遺跡の状況を確認する

ため試掘調査を行ったところ、住居祉等の遺

構が確認された。今年度は昨年度試掘調査を

実施する ことが出来なかった場所において調

査を行った。

調査の成果

調査の結果、地表下約2.7mの所で褐色の

地山層を検出したが、遺構等は確認できなか

った。

事T

南

粂
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試掘調査位置図 (1 : 2500) 

卜レンチ掘削状況(東より)

卜レンチ検出状況 (東より)



田園閣園閣議襲○○l

こつ日田
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プ　∴　一書

試掘トレンチ設定図(1 : 「000)
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基本層序模式図

工層　造成土層。

Ⅱ層　暗褐色土(10Y3/2)糖質土、堆積層。

Ⅲ層　褐色土(10Y3/3)砂礫土、地山層。

薬事



かみ ごみょうじようりすいでん し

5 上五明条里水田祉23

所在地坂城町大字上五明590他

事業主体株式会社塩沢産業

事業名砂利採取事業

調査期間平成26年12月24.25日

面 積 8，041m (248m) 

担当者時信武史

遺跡の環境と調査にいたる経緯

上五明条里水田祉は、坂城町の千曲川左岸

の網掛、上五明、上平に所在する千曲川沖積

地に所在する遺跡で、「坂城町遺跡分布図」

によると平安時代~中世にかけての条里水田

祉に位置付けられている。しかし、近年の試

掘調査及び発掘調査によって、上五明地区、

上平地区には古代の集落祉も検出され、生産

遺跡といった性格以外に集落祉も存在してい

ることが判明している。

今回、株式会社塩沢産業によって砂利採取

事業が計画されたため、遺跡の状況を確認す

るため試掘調査を実施することとなった。

調査の成果

今回の調査地点は、千曲川旧流路と考えら

れる周辺よりやや標高の低い場所であった。

試掘調査の結果、地表下約1.6~2.5mで千

曲川本流の砂利層が検出された。土層断面の

観察や、遺物が出土しなかったことから、当

該地には遺構は存在していないものと判断し

た。

叫

試掘調査位置図 (1 : 2500) 

1号卜レンチ検出状況(東より)

2号トレンチ検出状況 (東より)
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試掘トレンチ設定図(1 :700)
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基本層序模式図

工層　褐灰色土(10YR5/1)糖質土、水田耕作層

Ⅱ層　明黄褐色土(10YR6/6)粘質土、水田床土層

Ⅲ層　褐灰色土(10Y馳/1)粘質土、盛土層

Ⅳ層　褐灰色土(10YR5/工)粘質土、旧水田耕作層

Ⅴ層　にぷい黄褐色土(10YR5/4)粕質土、旧水田床土層

Ⅵ層　褐灰色土(10YR5/1)シルト、堆積層

Ⅶ層　褐灰色土(10甘R4/1)シルト、堆積層

Ⅷ層　黒褐色土(10YR3n)砂利、堆積層

日
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副
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副
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第Ⅲ章　立会い調査の結果

No. 刪竦ﾕ名 刳J発主体者 傀ｨﾝﾙ&��開発事業名 丶ｩJﾙlｩ����-鋳�調査期間 

1 剄梹R遺跡群 剏ﾂ人 俥(���個人住宅建設 鉄S��H26年4月19日一 H26年9月28日 

2 剴�ﾚ名遺跡 刄Nリエートコーポ レーション 俥(���太陽光パネル設置 �"ﾃ�sB�H26年4月16日- H26年5月31日 

3 剪ｬ横尾遺跡 僵DDI株式会社 �>ﾈ���携帯電話鉄塔建設 �#R�H26年5月26日へ H26年8月31日 

4 剪�ｬ遺跡 剏ﾂ人 �>ﾈ���太陽光パネル設置 涛�2�H26年7月1日- H26年10月31日 

5 剄梹R遺跡群 剏ﾂ人 俥(���個人住宅建設 �#C2�H26年7月1日- H26年10月31日 

6 剪ｬ横尾遺跡 剏ﾂ人 �>ﾈ���個人住宅建設 �#C��H26年9月6日一 H27年1月28日 

7 剌繻ﾜ明条里水田址 刳博ｮ会社竹内製作所 ��ｨ�2�工場建設 ��づ��2�H27年1月10日へ H27年3月31日 

8 剪�V条遺跡群 剽ﾍ石化工株式会社 �(iEh���工場建設 唐ﾃ��R�H26年11月4日- H26年12月26日 

9 剄r宿遺跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3��H26年10月27日- H27年2月20日 

10 剳汨�♀ﾙ跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3��H26年10月27日へ H27年2月20日 

11 剴㊧竦ﾕ 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3C��H26年10月14日- H27年3月13日 

12 剌o浦沢古墳群 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3C��H26年10月14日- H27年3月13日 

13 剄r宿遺跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3C��H26年10月14日- H27年3月13日 

14 剳汨�♀ﾙ跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 �3C��H26年10月14日- H27年3月13日 

15 剿L饉堂遺跡 剌纉c水道管理事務所 �(iEh���舗装本復旧 �#Sr�H26年10月14日- H27年1月15日 

16 剿ﾚ名沢遺跡 剌纉c水道管理事務所 俥(���舗装本復旧 ��ﾃ�#��H26年10月14日- H27年1月15日 

17 剌ｬ野沢遺跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�舗装本復旧 �����H26年10月14日- H27年1月15日 

18 剌繻ﾜ明条里水田址 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�舗装本復旧 �3��H26年10月14日- H27年1月15日 

19 剌o浦沢古墳群 剌纉c水道管埋事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 ���2�H26年11月4日- H27年3月31日 

20 剴㊧竦ﾕ 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 ��ィ�H26年11月4日- H27年3月31日 

21 剴c浦遺跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 ���2�H26年11月4日- H27年3月31日 

22 剔ｺ上氏居館跡 剌纉c水道管理事務所 ��ｨ�2�配水管埋設 ��ィ�H26年11月4日- H27年3月31日 

23 剪ｬ横尾遺跡 刳博ｮ会社フアミリ」 マート �>ﾈ���店舗建設 ��ﾃ3#B�H26年12月1日へ H27年1月23日 

24 剴��竦ﾕ群 剌纉c水道管理事務所 �>ﾈ���配水管埋設 ����H26年12月1日- H27年3月31日 

25 刹煦苣ｼ遺跡群 剌纉c水道管理事務所 �>ﾈ���配水管埋設 鼎R�H26年12月1日へ H27年3月31日 

26 刹煦苴決竦ﾕ群 剌纉c水道管理事務所 �>ﾈ���配水管埋設 鼎R�H26年12月1日- H27年3月31日 

27 剴c町遺跡群 剌纉c水道管理事務所 俥(���配水管埋設 都��H26年12月15日へ H27年1月19日 

28 剔蝟ﾘ久保遺跡 剄竢髓ｬ建設課 �>ﾈ���道路改良 �#���H26年12月10日- H27年2月15日 

29 ��大木久保遺跡 俥(��*ﾈﾉｩ�ﾘ擺�南条 �ｩ�XｬyhI�ﾒ�280 買#iD��(ﾈ��Y?｢ﾒ��#yD�8ﾈ�3�?｢�

30 ��田町遺跡 俥(��*ﾈﾉｩ�ﾘ擺�南条 �ｩ�XｬyhI�ﾒ�15 買#iD��(ﾈ��Y?ｨ-b��#yD�8ﾈ�3�?｢�

31 ��塚田遺跡 俥(��*ﾈﾉｩ�ﾘ擺�南条 �ｩ�XｬyhI�ﾒ�7 買#iD��(ﾈ��Y?｢ﾒ��#yD�8ﾈ�3�?｢�

32 ��町横尾遺跡 侘)�ﾂ�南条 侘)�ﾈ��靄ｩ�ﾒ�350 買#yD��ﾈ�#i?｢ﾒ��#yD綛ﾈ���?｢�
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立会い調査位置図 (1 : 25.000) 
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巻　　　　次 ��

シ「)」ズ名 俥(��*ﾉhI��[h嶌ﾞ�+(ﾛ雲�ﾙ����

シ「)」ズ番号 ��cCX��

編　著　者　名 ����ﾘ��Y�譴�

編　集　機　関 俥(��*ﾈｻ8支効醜橙�

所　在　地 ��s3ヲﾓ�c��+ynﾈﾊx�ｸ怦ﾅ8ﾞ(��*ﾉ�X鬨ﾞ(�田3c"ﾓ�D(+T�#cふ�"ﾓ�����

発行年月日 �#��YD�8ﾈ�3�?｢�

ふり　がな 所収遺跡名 �-8.�*ｨ,���ﾝﾙ&��コード 剿k　緯 �8ﾈ��ﾆ��調査期間 �+(ﾛ瑛ｩ����-鋳�調査原因 

市町村 �)�YMHﾘb�

たまちいせきぐん 田町遺跡群10 �+8*�+8-ﾈ+�,�*�*�+H+8*�+2�ﾞ(��*ﾉ�X鬨ﾞ(���20521 ��36o27’38〃 ��3�ﾆﾈ�ﾃ�X�b�2014年4月7日 2014年4月8日 都���店舗建設事業 

まわ　めいせき 廻り目遺跡4 �+8*�+8-ﾈ+�*�*�*�+H-ﾘ,�-ﾘ+h.X*B�ﾞ(��*ﾉ�X鬩>ﾈ���20521 ��36o26’00" ��3�ﾈﾔ��c#(�b�2014年6月2日 �3C��砂利採取事業 

かみごみょうじょうりすいでんし 上五明条里水田址22 �+8*�*ｸ-ﾈ+�,�*�*�+H*�-ﾘ+(-ﾘ.X*B�ﾞ(��*ﾉ�X鬨�8ﾍﾉk��20521 ��36o27’01〃 �3�ﾄ��c�H�b�2014年7月25日 2014年7月26日 �����宅地造成事業 

おおぎくぼいせき 大木久保遺跡4 �+8*�+8-ﾈ+�*�*�*�+H-ﾘ,�-ﾘ+h.X*B�ﾞ(��*ﾉ�X鬩>ﾈ���20521 ��36o26′05〃 ��3�ﾔ慰��c3x�b�2014年9月24日 2014年9月25日 田��小学校改築事業 

かみごみようじょうりすいでんし 上五明条里水田址23 �+8*�*ｸ-ﾈ+�*�*�*�+H*�*�+(-ﾘ.h*B�ﾞ(��*ﾉ�X鬨�8ﾍﾉk��20521 ��36o27’08〃 �3�ﾄ��c���b�2014年12月24日 2014年12月25日 �#C��砂利採取事業 

所収遺跡 偃ﾙ¥｢�主な時代 偃X,�(ﾕﾂ�主な遺物 �<�ｴﾈ馼ﾘ��

田町遺跡群10 伜YWｩ_��古墳一平安 偖ｨｸ�ﾈ-�*��土師器 ��

廻り目遺跡4 偖yx鬪ﾂ�弥生一平安 �,�+R�なし ��

上五明条里水田址22 ��Y69ｪﾂ�平安一近世 偖ｨｸ�ﾈ-�*��なし ��

大木久保遺跡4 偖yx鬪ﾂ�縄文一平安 �,�+R�なし ��

上五明条里水田址23 ��Y69ｪﾂ�平安一近世 �,�+R�なし ��
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